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い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
有
効
な
役
割
を
果
た
す
も
の

と
考
え
、
今
後
、
基
幹
産
業
へ
の
利
用
や
新
た
な
産
業

の
振
興
に
も
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
期
待
し
、
当

市
に
お
い
て
独
自
の
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

平
成
九
年
に「
美
唄
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会
」が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
産
学
官
が
協
働
し
て
具
体
的
な
産
業

お
こ
し
に
向
け
た
研
究
活
動
そ
し
て
大
き
な
可
能
性
を
秘

め
た
大
量
の
雪
。
研
究
会
で
は
こ
う
し
た
資
源
や
地
域
特
性

に
着
目
し
、
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
産
業
化
や
街
づ
く
り
に

生
か
し
て
、雪
を
活
用
し
た
食
糧
備
蓄
を
は
じ
め
、多
様
な

利
雪
技
術
の
調
査
研
究
や
開
発
・
普
及
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
創
意
あ
ふ
れ
る
自
発
的
な
研
究
活
動
を
行

い
、そ
の
成
果
を
美
唄
か
ら
全
国
・
世
界
に
向
け
て
情
報
発

信
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

雪
を
貴
重
な
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
民
主
導
で
地

場
の
産
業
や
自
ら
の
事
業
の
中
で
の
活
用
を
試
み
、
現

在
、
民
間
で
す
で
に
五
つ
の
施
設
に
雪
冷
房
を
導
入
し
稼

働
し
て
い
ま
す
。

三
つ
の
雪
冷
房
シ
ス
テ
ム

雪
の
冷
熱
利
用
は
太
陽
光
や
風
力
と
異
な
り
、
電
力

に
変
換
し
て
用
い
る
の
で
は
な
く
、
雪
の
冷
熱
そ
の
も
の

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
用
し
ま
す
。
雪
を
需
要
の
あ
る

夏
ま
で
保
存
し
、
居
住
空
間
の
冷
房
や
農
産
物
の
貯
蔵
に

冷
気
を
用
い
ま
す
。
雪
冷
房
に
は
雪
表
面
に
空
気
を
直
接

に
接
触
さ
せ
冷
気
を
つ
く
る「
全
空
気
方
式
」と
、
雪
の

解
け
た
冷
水
を
用
い
る「
冷
水
循
環
方
式
」の
二
つ
の
利
用

法
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
電
力
や
機
械
を
使
用
し
な

い
、
雪
と
農
産
物
を
共
存
さ
せ
る
だ
け
の「
自
然
対
流
方

式
」が
あ
り
ま
す
。
ど
の
方
式
を
採
用
す
る
か
は
、
導
入

す
る
施
設
の
利
用
方
法
や
目
的
・
経
費
に
よ
っ
て
検
討
し

ま
す
。
次
に
具
体
的
に
三
つ
の
シ
ス
テ
ム
を
簡
単
に
紹
介

二
〇
〇
二
年
、「
雪
氷
」
が
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
仲
間

入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

平
成
一
四
年
一
月
二
二
日
、「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
等

の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
の
政
令
改
正
が
閣
議

決
定
（
公
布
・
施
行
は
一
月
二
五
日
）
さ
れ
、「
雪
氷
冷

熱
」
と「
バ
イ
オ
マ
ス
」
が
、
太
陽
光
、
風
力
発
電
な
ど
と

並
ん
で
供
給
サ
イ
ド
（
熱
利
用
分
野
）の
未
利
用
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

等
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
第
一
条
に
、

追
加
す
る
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
雪
国
の

「
厄
介
者
」
と
呼
ば
れ
た
雪
が
、
環
境
に
優
し
く
新
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
雪
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

雪
を
一
ｔ
つ
く
る
の
に
一
〇
�

の
石
油
を
要
し
ま
す
。
一
〇
�

の
石
油
か
ら
発
生
す
る
二
酸
化

炭
素
量
は
二
六
・
五
kg
に
な
り

ま
す
。
こ
の
他
に
、
北
海
道
の
豊

か
な
水
資
源
供
給
の
役
割
と
し

て
、
札
幌
市
近
郊
の
手
稲
山
に

二
ｍ
の
雪
が
積
も
る
と
、
水
量

三
〇
〇
〇
万
ｔ
に
換
算
で
き
、

こ
れ
は
東
京
ド
ー
ム
二
五
杯
分

の
水
量
に
な
り
、
一
万
世
帯
が

一
六
年
間
分
使
用
で
き
る
水
と

な
り
ま
す
。
更
に
、
雪
は
上
空
の

雲
の
中
か
ら
浮
遊
物
を
核
と
し

て
誕
生
し
、
落
下
し
な
が
ら
上

空
の
塵
や
埃
な
ど
、
様
々
な
有

害
物
を
も
吸
収
し
な
が
ら
地
上

に
舞
い
降
り
、
ま
さ
に
天
然
の
エ

ア
フ
ィ
ル
タ
ー
効
果
も
担
っ
て
い
る

の
で
す
。
こ
の
よ
う
に「
雪
」は
自
然
と
環
境
を
保
全
し
つ

つ
、
代
替
え
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
な
ど
に
十

分
寄
与
で
き
る
雪
国
だ
け
に
与
え
ら
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

の
で
す
。

産
学
官
の
「
美
唄
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会
」

美
唄
市
は
札
幌
と
旭
川
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
年

間
降
雪
量
八
〜
一
一
ｍ
を
有
す
る
道
内
で
も
指
折
り
の

豪
雪
地
帯
で
す
。
過
去
に
石
炭
は
【
黒
い
ダ
イ
ヤ
】
と

し
て
、
生
活
や
産
業
に
多
く
の
貢
献
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
近
年
、
雪
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、【
白
い
ダ
イ
ヤ
】
と

呼
ば
れ
石
油
代
替
効
果
や
環
境
に
対
す
る
負
荷
の
少
な

北
か
ら
の

発
信 

自
然
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー 

「黒いダイヤから、白いダイヤへ」
美唄市、雪利用最前線！
「黒いダイヤから、白いダイヤへ」
美唄市、雪利用最前線！
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い
た
し
ま
す
。

一
「
全
空
気
方
式
」

こ
の
方
式
は
雪
の
表
面
に
空
気
を
直
接
接
触
さ
せ
て
冷

風
を
つ
く
り
ま
す
。
ま
ず
、
部
屋
の
空
気
を
還
気
フ
ァ
ン

に
よ
っ
て
雪
室
に
運
び
、
雪
表
面
で
冷
や
さ
れ
た
空
気
を

送
気
フ
ァ
ン
に
よ
っ
て
引
き
込
み
ま
す
。
一

部
還
気
を
風
量
調
整
ダ
ン
パ
ー
に
よ
り
混
合

し
、
適
度
な
温
湿
度
環
境
（
二
二
〜
二
六
℃
、

五
五
〜
六
五
％
）
を
つ
く
り
冷
風
を
部
屋
に

送
り
ま
す
。
こ
の
方
式
は
居
住
空
間
の
冷
房

だ
け
で
な
く
、
農
産
物
の
保
存
に
も
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
国
内
最
大
規
模
で
玄
米
一
〇

万
俵
（
六
、
〇
〇
〇
ｔ
）の
Ｊ
Ａ
美
唄
の
玄
米

零
温
貯
蔵
施
設
「
雪
蔵
工
房
」（
温
度
五
℃

湿
度
七
〇
％
）
が
そ
れ
で
す
。
こ
の
全
空
気
方
式
の
冷
房

の
制
御
法
は
一
極
集
中
と
な
り
ま
す
の
で
、
仕
切
の
な
い

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
最
適
で
す
。
更
に
、
雪
表
面
で
空

気
中
の
塵
や
埃
を
除
去
し
、
水
溶
性
ガ
ス
等
の
臭
い
も
吸

収
し
、
さ
わ
や
か
な
冷
気
を
提
供
し
ま
す
。（
写
真
１
、
写

真
２
、
図
１
）

二
「
冷
水
循
環
方
式
」

雪
解
け
水
を
利
用
す
る
方
式
は
熱
交
換
器
を
挟
ん
で
冷

水
が
循
環
す
る
一
次
系
統
と
、
不
凍
液
が
建
物
を
循
環
す

る
二
次
系
統
に
分
か
れ
ま
す
。
冷
水（
三
℃
）を
使
用
し
冷

房
を
お
こ
な
う
方
法
を「
冷
水
循
環
方
式
」と
呼
び
、
こ
の

方
式
は
音
や
臭
い
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
各
室
の
温
度
調

整
も
可
能
と
し
、
多
く
の
室
を
有
し
た
病
院
な
ど
の
施
設

や
集
合
住
宅（
ア
パ
ー
ト
・マ
ン
シ
ョ
ン
）な
ど
に
最
適
で
す
。

（
写
真
３
、
写
真
４
、
図
２
）

三

自
然
対
流
方
式

ど
こ
に
で
も
あ
る
古
い
石
倉
（
石
の
厚
さ
三
〇
cm
）
の

内
部
に
断
熱
材
（
ス
タ
イ
ロ
フ
ォ
ー
ム
一
五
〇
mm
）
を

写真4 介護老人保健施設・コミュニティホーム美唄

写真２　雪蔵工房 写真１　個人住宅雪冷房

写真５　氷室貯蔵研究所

図２
図１

写真３　雪冷房マンション

壁
・
床
・
天
井
に
施
し
、
氷
室
に
改
造
し
ま
し
た
。
氷

室
は
一
つ
の
空
間
に
雪
と
農
産
物
を
共
存
さ
せ
て
保

存
し
ま
す
。
三
月
の
雪
を
氷
室
庫
内
に
運
び
入
れ
、
夏

期
に
お
い
て
全
く
電
力
を
使
用
せ
ず
雪
の
冷
熱
だ
け

で
冷
蔵
庫
と
し
て
使
用
し
ま
す
。
氷
室
は
昔
の
「
雪
室
ゆ
き
む
ろ

」

が
原
型
で
す
。
氷
室
の
環
境
内
（
温
度
二
〜
四
℃
、
湿

度
九
五
〜
一
〇
〇
％
）
で
農
産
物
を
貯
蔵
す
る
と
、
野

菜
の
持
つ
デ
ン
プ
ン
質
が
低
温
馴
化
を
お
こ
し
糖
度

変
化
で
甘
み
や
旨
味
が
増
し
ま
す
。
そ
の
う
え
氷
室

の
高
湿
度
に
よ
り
飽
和
現
象
で
野
菜
の
減
耗
（
乾
燥
）

を
防
ぎ
ま
す
。
こ
の
他
に
、
氷
室
環
境
下
で
の
発
酵

や
熟
成
で
の
優
位
性
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

の
伝
統
食
品
で
あ
る
味
噌
や
漬
け
物
で
旨
味
成
分
で

あ
る
ア
ミ
ノ
酸
増
床
の
実
験
結
果
に
お
い
て
、
普
通

一
般
的
に
旨
い
と
評
価
さ
れ
て
い
る
四
訂
味
噌
（
信

州
赤
味
噌
）
よ
り
二
倍
近
い
ア
ミ
ノ
酸
の
増
床
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
５
）

明
る
い
雪
国
「
二
〇
〇
二
雪
サ
ミ
ッ
ト
in
び
ば
い
」
開
催

日
本
の
国
土
五
二
％
が
雪
国
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
で

「
厄
介
者
」
の
雪
を
い
か
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用

し
、
環
境
保
全
に
役
立
て
地
域
お
こ
し
や
産
業
・
経
済

に
結
び
つ
け
て
い
く
か
を
考
え
る
「
全
国
明
る
い
雪
自

治
体
協
議
会
」（
通
称：

雪
サ
ミ
ッ
ト
）
が
、
今
年
七
月

六
、
七
日
に
美
唄
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
夏
は
暑
く
、

冬
は
寒
く
、
雪
の
降
る
四
季
の
豊
か
な
日
本
で
だ
か
ら

こ
そ
生
ま
れ
た
雪
の
利
用
法
で
す
。
世
界
で
も
日
本
が

最
先
端
を
ゆ
く
技
術
、
今
後
の
取
り
組
み
と
開
発
・
展

開
が
お
お
い
に
期
待
で
き
る
と
い
え
ま
す
。

美
唄
市
役
所
　
経
済
部
　
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
担
当

研
究
員
　
金
子
　
幸
江


